
新鮮アスパラを収穫・試食
中里小４年生が冬のアスパラの収穫体験

後期高齢者医療のお知らせ
ストックヤードの利用
しとぎをつくろうなど

［お知らせ］［まちの話題］
柏崎カチイさん100歳
元旦マラソン
高校生まちづくり塾など

駅さいぐべし
べえ子ちゃん20周年
こども園お遊戯会など

［スポットライト］

　冬の農業としてアスパラガス栽培を行っている佐藤イ
ネ子さんが、１月25日㈪薄市地区のビニールハウス農
園で中里小４年生を招き、収穫体験を行いました。
　佐藤さんのアスパラがどのように育ってくるかなどの
解説を聞いたあとに収穫し、蒸し焼きにして食べました。
こどもたちは「アスパラガスが苦手だったけど、これは
甘くておいしい」といいながら食べていました。このア
スパラは学校給食にも提供されています。
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　町では、皆さまの意見を参考にまちづくりを行うた
め、昨年12月14日～16日にかけて、地区懇談会を行
いました。
　町からは話題提供として、マイナンバー通知カード
の説明と衣類回収のお知らせをしました。
　各会場でいろいろな質問がでましたが、その一部を
取り上げてご紹介します。

生活・環境防災・まちづくり

行　　政　　

産　　業　　

教　　育　　

問�　車の免許証のように、マイナンバーカード
にも書き換えはあるの？

→�　20歳以上は10年に１回、20歳未満の人は、
５年に１回書き換える必要があります。初回
の書き換えは無料です。

問�　衣類回収は、新品の肌着でも回収しないの
か？

→�　衣類の回収だけなので、新品でも肌着は回
収しない。

問�　自主防災組織を作ったら、助成金はもらえ
るの？
→�　活動している組織に対して助成金をだして
いきたいと考えている
問�　新庁舎の建つ場所は水害の心配はないのか。
→�　水害が起きないように川のかさ上げをして
いる。また、庁舎の基礎を高くしているので
大丈夫です。
問�　小泊に御衣黄という珍しい桜がある。これ
を新庁舎の周りに移植してみては？
→�　新庁舎の周りの土壌などを専門の人にみて
もらい大丈夫なようであれば移植したい。

問�　町職員の町民に対するあいさつや言葉遣い、
応対が電話対応も含めよくない。
→�　ご迷惑をおかけしている。朝礼などの機会
に何度も注意しているが、このようなことが
ないよう今後も指導していくので、ご理解を
たまわりたい。

問�　農家への指導は、どのように行っていくの
か？

→�　勉強会や説明会を行っています。使用した
資料は後日、チラシとして配布します。

問�　小・中学生から、町の今後についてアンケ
ートをとっては？
→�　少年の主張や子ども議会を通して子どもた
ちの考えを聞いている。
問�　学校給食を、地元の食材100％にできない
のか。
→�　できるだけ使い、地産地消を進めている。
これからも長い間取り扱いできる食材があれ
ばよろしくお願いしたい。

あなたの意見を町政に 各地区で懇談会を行いました

こんな意見が
ありました

こんな意見が
ありました

こんな意見が
ありました

こんな意見が
ありました

こんな意見が
ありました
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み
ん
な
で
集
ま
っ
て
、
話
を
し
て
、
体

を
動
か
し
た
り
、
笑
っ
た
り
す
る
こ
と
で

心
と
体
を
元
気
に
し
よ
う
と
、
１
月
21
日

㈭
に
津
軽
中
里
駅
の
駅
ナ
カ
に
ぎ
わ
い
空

間
で
第
１
回
「
駅
さ
い
ぐ
べ
し
‼
」
が
開

催
さ
れ
、
町
民
ら
約
40
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
た
、

第
１
回
「
み
ん
な
で
か
た
る
べ
し
‼
」
の

中
で
出
て
き
た
意
見
を
も
と
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

始
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

「
は
あ
と
屋
３さ
ん

」
が
歌
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
来
場
者

も
巻
き
込
ん
で
歌
を
歌
う
と
、
み
ん
な
笑

顔
で
大
合
唱
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
保
健
師
や
、

民
生
委
員
の
み
な
さ
ん
な
ど
に
、
日
頃
の

楽
し
み
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
今
後
も
こ

ん
な
集
ま
り
が
あ
れ
ば
よ
い
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
意
見
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　健康ダンスべえ子ちゃんのみなさんが、12月
20日㈰津軽中里駅の駅ナカにぎわい空間で発足
20年目を祝うクリスマスパーティーを開催しま
した。始めに小野町長から「20周年誠におめで
とうございます。べえ子ちゃんには町の活性化に
ご協力いただいております。今後も町としまして
も、皆さんの活動の場を確保していきたい」とあ
いさつしました。会員約50人と町民約30人が参
加したパーティーには、町イメージキャラクター
の米ケル・イカりん・米ケルJr.が駆け付け、得
意のダンスを披露し会場を盛り上げました。
　その後、会員らがダンスや歌など約20曲を披露、
レパートリーの多さに来場者は驚いていました。
ステージを見ながらこれまでの20年間の活動を
振り返っていました。
　代表の鈴木喜代さんは「高齢化が進んだことで、
会員数が減ってきている。指導する後継者も必要
だが、あと10年は続けて30周年を目指したい」
と話していました。

か
だ
っ
て
話
し
て
歌
っ
て
笑
顔

駅
さ
い
ぐ
べし
‼ 

開
催

30年目指してがんばりましょう
べえ子ちゃん20周年＆クリスマスパーティー
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今
年
度
か
ら
新
し
く
開
園
し
た
管
内
の
各

こ
ど
も
園
で
は
、
冬
に
も
様
々
な
催
し
物
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
里
こ
ど
も
園
と
こ
ど
も
園
こ
ど
ま
り
で

は
、
12
月
19
日
㈯
お
遊
戯
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
中
里
こ
ど
も
園
は
町
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
パ
ル
ナ
ス
で
、
こ
ど
も
園
こ
ど
ま
り
は
日

本
海
漁
火
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
会
場
に
は
合

わ
せ
て
６
０
０
人
の
保
護
者
や
地
域
の
住
民

が
園
児
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
を
見
よ
う
と

駆
け
付
け
ま
し
た
。
園
児
た
ち
の
演
目
が
終

わ
る
度
に
、
会
場
に
は
大
き
な
拍
手
が
起
き

て
い
ま
し
た
。

　

薄
市
こ
ど
も
園
と
富
野
こ
ど
も
園
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
12
月
22
日
㈫
と
24
日
㈭
に
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
年
長
組

の
女
の
子
た
ち
が
女
神
に
扮
し
、
園
児
ら
に

キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
サ
ン
タ
さ
ん
が
登
場
す
る
と
「
ど
こ

か
ら
き
た
の
？
」「
な
ん
で
飛
べ
る
の
？
」

な
ど
と
質
問
し
た
り
、
一
緒
に
ダ
ン
ス
を
踊

っ
た
り
と
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
は
サ
ン
タ

さ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
園
児
た
ち
は
大
き

な
声
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
お
礼
の
言
葉
を

い
い
な
が
ら
嬉
し
そ
う
に
受
け
取
っ
て
い
ま

し
た
。

こども園こどまり

薄市こども園

富野こども園

中里こども園

中里会場の様子

冬
も
元
気
に

管
内
こ
ど
も
園
で
様
々
な
催
し
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柏崎カチイさんが、昨年12月16日㈬入所する特別養護老
人ホーム静和園で100歳の誕生日を迎えられ、小野町長

から顕彰状と祝い金が手渡されました。
　町長は「100歳おめでとうございます。とても元気で驚きま
した。これからもまだまだ長生きしてください」と祝いました。
　高杉さんは、大正４年に車力村に生まれ、昭和９年に旧小
泊村の柏崎初助さんに嫁ぎました。77歳まで元気に出稼ぎに
行っていました。趣味は歌を聴くことで、よく口ずさんでい
たそうです。この日も、町長からマイクを近づけられると、元気よく歌を披露していました。

新年を祝う集いが、１月４日㈪町総合文化セン
ターパルナスで行われ、町関係者など約130人

が参加しました。開会では、主催者の小野町長が「町
のイメージキャラクターや中泊メバル膳のデビュー、
明の星短期大学との官学連携協定の締結、沖縄県久
米島町との交流再開、合併10周年記念の梅沢富美男
劇団中泊町特別公演などを行ってまいりました。今年は引き続き子どもの保育料と中学校３年生までの医療費の
無料化を行い子育て環境の充実を図るとともに、農地・漁場の基盤整備に努め、経営安定対策を講じて町民が暮
らしやすい “あずましい町” 作りに邁進していく所存です」と新年のあいさつをしました。つづいて来賓として
成田県議会議員があいさつ、兵庫町議会議長の発声で乾杯した後、参加者たちは、それぞれ新年のあいさつを交
わしたり、意見交換をしていました。最後は運試しの抽選会で楽しみながら、さる年の新年を祝いました。

１月30日から千葉県で行われる東日本選抜中学生野球選手権
大会へ出場する北五選抜チームに、前田快人くん（中里中２

年）、加藤北斗くん（中里中２年）、久保田翼くん（小泊中２年）の
３人が選ばれ、１月14日㈭役場を訪れ秋元副町長に報告しました。
　３人は「チームのためにがんばる。野球部のみんなにも教えら
れるようにたくさん学んできます」と決意表明をしました。それ
に対し、副町長は「選ばれたことに自信を持って悔いのないよう

頑張ってきてください」と激励しました。

小田川土地改良区役員改選に伴う推薦により、大川新造氏が新た
に農業委員会委員として選任され、12月10日㈭町長室で小野町

長より辞令が手渡されました。
　町長が「農業委員として、町の農業をよろしくお願いします」と声
をかけると、大川さんは「町の農業に貢献していきたい」と抱負を述
べました。

得意の歌を披露
柏崎カチイさん100歳を迎える

悪い物が “さる”ように
新年を祝う集い

選抜出場を報告
東日本選抜中学生野球選手権大会

町の農業のために
新農業委員へ辞令交付
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新年最初のイベントである恒例のマラソン大会が、元旦
朝に体育センター前で行われました。開会では小野町

長が「明けましておめでとうございます。今日は新年のス
タート。ケガのないよう頑張っていただきたい」とあいさ
つしました。
　この日は雪がふり、厳しいコンディションとなったが、参
加した68人の選手たちは、頭に雪が降り積もりながらも、
体育センターから津軽中里駅までの往復約２㎞をそれぞれ
のペースで走りました。また、中里交番と交通指導隊がコース上で選手誘導やチラシ配布などで交通安全を呼び
かけました。参加者は「今年は晴れていたので気持ちよく走れた。また来年も参加したい」と話していました。

新しい年にあたり、１年の決意を新たにしようと、１月12日㈫中
里高等学校で新年立志会が行われました。全校生徒が参加した

立志会では、秋田瞳真生徒会長が「新年も体に気をつけてがんばりま
しょう」とあいさつした後、各クラスから代表して１人が今年の決意
表明をしました。その後、全校生徒で餅つき会を行い、つきたての餅
を味わいました。参加した生徒は「新しく立てた今年１年間の目標を
達成できるようにがんばりたい」と話していました。

正月の松飾り、注
し

連
め

縄
なわ

、破魔矢、お守りなど役目を終
えた縁起物を家々から持ち寄り、一箇所に積み上げ

て燃やすという日本全国に伝わる正月の火祭り行事「どん
と焼き」が、１月９日㈯宝の森広場特設会場で行われまし
た。吹雪となったこの日は、例年より来場者は少なめとな
りましたが、約100人が参加しました。
　祭事は弘法寺三浦副住職が祭司を務めました。どんと焼
きの火にあたるとその１年間健康でいられるなどの言い伝

えもあり、集まった町民も立ち上がる炎に向かって手を合わせ無病息災を祈りました。

日本教育書道会（会長・古川暁洲）が毎年開催する県学生かきぞめ大会
が、１月11日㈪五所川原市民体育館で行われ、西北五地区の幼児か

ら高校生らが参加しました。参加者は、学年毎に決められたお題に真剣
な表情で取り組んでいました。中泊町からの入賞者は次のとおりです。
　日本教育書道会会長賞　鍋田夕海美（小泊中）／中泊町長賞　佐々木里
（中里中）／中泊町議会議長賞　石川采（中里中）／中泊町教育長賞　外崎

聖梛（武田小）／特選　中谷麻琴（富野こども園）、塚本帆夏（武田小）、菅原有紗（武田小）、佐々木桜実（薄市小）、
鍋田亜衣海（小泊小）、田中紗綾（武田小）、新岡李桃（武田小）、山田晃雅（小泊小）、越野桃百佳（小泊中）

寒さも吹き飛ばす力走
元旦マラソン

今年の決意を述べる
中里高校で新年立志会

無病息災を祈り
恒例のどんと焼き

筆に込めた願い
県学生かきぞめ席書大会
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中里高校生徒を対象に毎年行われていた高校生まちづくり塾が、
今年度は金木高校生徒も初参加して開催されました。12月26日

㈯に町農産物加工販売所ピュアの調理室に集まり、これまで開発した
ジャムやカップケーキを作りました。
　また、１月16日㈯には、農業体験合宿が行われ、薄市地区にある佐
藤イネ子さんのビニールハウスでアスパラガスや水菜の収穫と袋詰め
作業を体験しました。収穫したアスパラガスをアルミホイルで包み焼
きして試食すると「おいしい。甘い」と口々に感想がでていました。翌日には、蓬田村物産館「マルシェよもぎ
た」で収穫したアスパラガスや水菜など計100袋を売る販売体験を行いました。参加した生徒は「自分が収穫し
たものが売れるとうれしい。今度は自分たちで開発した商品を売りたい」と意気込んでいました。

下前地区の３つの母親クラブが、１月12日㈫すくすくした
まえ館でゆきんこまつりを開催しました。この催しは、 

母親クラブのみなさんが地域の子どもたちに昔の遊びを教えた
り、食事を楽しんだりしながら交流するものです。
　この日は地元の親子を中心に45人が参加、大型カルタ、親
子○×クイズ、ハンカチ落とし、輪投げ、ドップなどを楽しん
だ後、カレーやデザートを一緒に食べながら、世代間の交流を
楽しみました。

町子ども会育成連合会が、12月23日㈬日本海漁火セン
ターでクリスマスケーキ作りを行いました。

　ケーキ作りには、同連合会の会員21人が参加して、果
物を切ったり、生クリームを泡立ててスポンジケーキに
塗ったりしていました。出来上がったケーキは子どもた
ちの個性が表れており、みんな満足気な顔をしていました。

最後に、みんなで指導員の渋谷鶴乃さんが作ったケーキを食べました。
　参加した子どもたちは「生クリームを泡立てるのが大変だった。でも、ケーキに塗ったりするのは楽しかった
ので、また来年もやりたい」と笑顔で話していました。

福浦老人クラブ（会長・竹谷義清）の定例会が12月12日㈯鶴
寿荘で行われ、第１回吸盤綱引き大会が開催されました。

　おでこに吸盤をくっつけた状態でお互いに引き合い、先に吸
盤が取れたほうが負けとなります。勝負が始まると、両者とも
に真剣な顔で引っ張りますが、勝負がつくと勝っても負けても
笑いが起こっていました。参加した人は「こんなに笑ったのは

久しぶり。またみんなでやりたい。次は負けない」と笑顔で話していました。

商品開発や収穫・販売体験
高校生まちづくり塾

昔ながらの遊びに夢中
下前でゆきんこまつり

思い思いのケーキ作り
子ども会育成連合会がケーキ作り

笑いの絶えない勝負
福浦老人クラブで吸盤綱引き大会
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中泊町役場　☎57－2111
小　泊　支　所　☎64－2111

問合せ先問
電話番号☎

内線番号内
ホームページHP町からのお知らせ

■支給対象者
　�　後期高齢者医療制度に加入している人で医療保険と介護保険の自己負担額（注）の両方の支払いをし
た人が支給の対象となります。世帯内に後期高齢者医療制度に加入している人が複数いる場合は、世
帯で合算します。

■対象期間
　　毎年８月１日から翌年７月31日までの１年間です。
■支給額
　�　医療保険と介護保険の自己負担額の合計が、所得区分に
応じた自己負担限度額（表）を超えた場合に、その超えた額
が支給されます。
　�　ただし、超えた額が500円以下の場合は支給対象となり
ません。

■支給申請
　　支給を受けるには必ず申請が必要となります。
　�　なお、支給の要件に該当すると思われる世帯には、２月
下旬に青森県後期高齢者医療広域連合から支給申請のお知らせをお送りします。お知らせが届いた人
は担当窓口に申請してください。
　�　また、対象期間の途中に後期高齢者医療制度に加入した人や転入してきた人などがいる世帯には、
支給対象となる世帯でも、支給申請のお知らせが送られない場合がありますので、対象になると思わ
れる人は担当までお問い合わせください。

○申請に必要なもの
　 ⃝ 支給申請書
　 ⃝ 高額介護合算療養費・高額医療合算介護（予防）サービス費の支給申請について（お知らせ）
　 ⃝ 個人番号（マイナンバー）がわかるもの（通知カードまたは、個人番号カード）
　 ⃝ 本人確認書類（個人番号カード、運転免許証、健康保険証など）
　 ⃝ 印鑑（認印）
　 ⃝ 通帳（または通帳のコピー）など口座情報のわかるもの
　※�被保険者が亡くなられている場合は受領申立書の提出が必要です。（事前に提出した場合は不
要です。）

　※�被保険者以外の人が申請又は受領する場合は委任状が必要です。
　※�被保険者以外の人が申請する場合は委任状に加え、被保険者の個人番号がわかるもの（コピ

ー可）、申請者の本人確認書類などが必要ですので、詳しくは担当までお問い合わせください。
　※�重度心身障害者医療費の助成を受けている場合は、市町村へ受領を委任する委任状が必要です。
　※�対象期間中に青森県後期高齢者医療以外の医療保険や他市町村の介護保険に加入歴があり、

自己負担額がある場合は、それらの保険の自己負担額証明書が必要です。

後期高齢者医療　高額医療・高額介護
合算療養費支給申請のお知らせ

問  役場町民課後期高齢年金係 内  134

低所得Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税の人
低所得Ⅰ：�世帯員全員が住民税非課税の人のうち、

世帯員全員の各所得金額が０円の人
（注）�自己負担額は支払った額から高額療養費や

高額介護（予防）サービス費を除いた額です。

所得区分 自己負担限度額

現役並み所得 67万円
一　　般 56万円
低所得Ⅱ 31万円
低所得Ⅰ 19万円

〈表〉
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　町内に設置しているリサイクル品ストックヤードに、収集していないゴミを置いていく人が増えてい
ます。ストックヤードを利用する際は、下記を参考にしてゴミを置いて下さい。

　　○お金のこと（収入がなくて生活に困っている、親の年金で暮らしているが将来が心配など）
　　○お仕事のこと（失業して仕事を探している、障がいがあるが働きたいなど）
　　○人付き合いのこと（離婚や扶養など、家庭や職場など日常生活の悩み、ひきこもりなど）
　　○病気や体調のこと（障がいがあるため仕事が続けられない、退院後の生活や仕事など）
　このように様々な理由により生活にお困りの皆さん、１人で悩まずに「西北地域自立相談窓口」にご
相談ください。電話相談、来所相談、またはご希望の場所にお伺いします。
　あなたと一緒に考え、あなたに寄り添いながらサポートいたします。
■相談受付…月曜～金曜　午前９時～午後５時まで（土日・祝日・年末年始を除く）
■相談場所…西北地域自立相談窓口（五所川原市社会福祉協議会内：五所川原市鎌谷町❺⓪2－5）

※�特にカン、ビン、ペットボトルを置いていく人が多いです。ストックヤードでは収集していないので、
地域ごとの資源ごみの日に出してください。

　

３
月
15
日
㈫
ま
で
申
込
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
必
要
な
人
は
問

合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

リサイクル品ストックヤードの利用について

生活困窮者自立相談窓口のご案内

問  役場環境整備課衛生係 内  234

問  西北地域自立相談窓口 ☎  34－3494 Mail seihoku＠aosyakyo.or.jp

「就職したいけど、どうすれば

いいかわからない」

「障がいがあるけど自立したい」

「引きこもり生活から抜け出し

たい」

「お金が無くてこれからの生活

が心配」

「色々悩みごとがあるけど、ど

こに相談していいかわからない」

あなたの生活の「不安」や「心配」をきかせてください！

ストックヤードで収集している資源ゴミ ストックヤードで収集していないゴミ
・新聞紙（チラシもOK）
・雑誌
・ダンボール
・紙パック（牛乳パックなど）
・ 白色トレイ（肉や魚、お惣菜などの白いトレイ）
・発泡スチロール
・ その他プラスチック類（プラスチ
　ックの容器、包装や右のマークの
　付いた製品）

　　　　　　　カン
・資源ゴミ　　ビン
　　　　　　　ペットボトル

・燃えるゴミ全般
・燃えないゴミ全般
・粗大ごみ全般
・その他（産業廃棄物、事業系ゴミなど）

⎧
⎭
⎩

⎫
⎬
⎭

造
林
用
の
苗
木
・
特
用
樹
・

緑
化
木 

販
売
し
ま
す

1
5
2

内

役
場
農
政
課
林
務
係

問２
月
29
日
は

役
場
税
務
課
課
税
係

１
４
４
～
１
４
６　

問内

国
民
健
康
保
険
税
８
期

 

の
納
期
限
で
す
。

 

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※�

口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
人

の
引
き
落
と
し
日
は
２
月
❷❺

日
㈭
で
す
。
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※�

町
税
の
納
付
は
便
利
で
安
全

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

樹　種 苗齢 苗高（上）
一般販売
価格（円）

ス　　ギ 3年生
45㎝ 140
35㎝ 139

アカマツ 2年生 20㎝ 72
クロマツ 2年生 20㎝ 92
カラマツ 2年生 45㎝ 92
コバハン 2年生 60㎝ 60

ヒ　　バ 5年生
30㎝ 380
25㎝ 352
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石
綿
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り

発
症
す
る
疾
病
は
、
肺
が
ん
、
中

皮
腫
、
石
綿
肺
、
び
ま
ん
性
胸
膜

肥
厚
、
良
性
石
綿
胸
水
な
ど
呼
吸

器
系
疾
病
が
多
く
、
そ
の
潜
伏
期

間
は
、
石
綿
を
吸
っ
て
か
ら
30
年

以
上
と
非
常
に
長
い
こ
と
が
特
徴

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
呼
吸
器
系
疾
病
が
石

綿
を
吸
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る

と
認
定
さ
れ
た
人
に
は
、
国
が
運

営
す
る
労
災
保
険
制
度
も
し
く
は

石
綿
健
康
被
害
救
済
制
度
か
ら
、

各
種
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

も
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
族
の

中
で
、
仕
事
で
石
綿
を
取
り
扱
い
、

ま
た
は
吸
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
肺

が
ん
、
中
皮
腫
な
ど
の
呼
吸
器
系

疾
病
に
罹
っ
た
人
、
も
し
く
は
亡

く
な
ら
れ
た
人
が
お
り
ま
し
た
ら
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は
お
近
く
の

労
働
基
準
監
督
署
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　公益社団法人みちのく・ふるさと貢献基金法人で
は、県内における個人、団体、NPO法人、企業な
どが地域の発展、地域貢献に資するために地域資源
を活用・創造する活動や、健康増進、医療、福祉、
環境に関連する活動に対し、必要な費用を助成して
います。
■応募期間…平成28年４月１日㈮～６月30日㈭
■�応募方法…ホームページから申請書をダウンロー
ドし、必要事項を記入して財団事務局へ送付して
ください
■助 成 金…必要費用以内で、100万円を限度

　中央公民館では、「郷土のおやつ作りに挑戦‼親
子でクッキング‼しとぎをつくろう‼」を次の日程
で開催いたします。詳細は次のとおりですので、ご
参加ください。
■期日…３月６日㈰　午前９時30分集合
　　　　　　　　　　午前９時45分開始
■場所…町中央公民館実習室
■講師…松田喜久代氏（豊島）
■対象者…小学１年生以上の親子　先着10組限定
■参加料…500円（１組・５個製作予定）
■�持参する物…エプロン、三角巾（バンダナ）など、
その他必要と思われるもの
■受付…２月15日～26日　午前９時～午後５時

肺
が
ん
、
中
皮
腫
な
ど
石

綿
関
連
疾
病
に
罹
っ
た
人
へ

の
補
償
・
救
済
の
お
知
ら
せ

０
１
７（
７
３
４
）４
１
１
５

☎
青
森
労
働
局
労
災
補
償
課

問

郷土のおやつ作りに挑戦‼
親子でクッキング‼ しとぎをつくろう‼

みちのく・ふるさと貢献基金
助成事業 募集のお知らせ

☎  017－774－1179
問  公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金事務局

HP http://www.michinoku-furusato.or.jp

問  中央公民館 ☎  57－2341

※申し込みは不要です。
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広 告

　

例
年
３
月
は
、
名
義
変
更（
移

転
登
録
）・
廃
車（
抹
消
登
録
）・

住
所
変
更
な
ど（
変
更
登
録
な

ど
）・
車
検（
継
続
検
査
）の
手
続

き
で
、
運
輸
支
局
及
び
事
務
所
の

窓
口
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
特
に
、

３
月
中
旬
か
ら
月
末
に
か
け
て
待

ち
時
間
が
長
く
な
り
大
変
ご
不
便

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

名
義
変
更
や
廃
車
な
ど
の
手
続

き
は
、
混
雑
を
さ
け
待
ち
時
間
が

少
な
い
３
月
14
日
以
前
に
手
続
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
車
検
は
１
ヶ
月
前
か
ら

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

３
月
下
旬
に
集
中
し
な
い
よ
う
お

早
め
に
受
検
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ユ
ー
ザ
ー
車
検
に
つ
い
て
は
、

検
査
法
人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http :

//w
w
w.navi.go.jp

）
に
よ
り

検
査
予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

予
約
操
作
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
自
動
車
検
査
予
約
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク(

℡
０
５
７
０

－

０
３

０

－
３
３
０)

で
お
答
え
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
は
「
軽
自
動

車
検
査
協
会
」
が
手
続
き
窓
口
に

な
り
、
手
続
き
方
法
な
ど
が
違
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

不
動
産
取
得
税
は
、
家
屋
を
新

築
・
増
改
築
に
よ
り
取
得
し
た
と

き
や
、
土
地
や
家
屋
を
売
買
・
贈

与
・
交
換
な
ど
で
取
得
し
た
と
き

に
、
そ
の
取
得
者
に
一
度
だ
け
課

税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
が
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
住
宅
や
そ

の
住
宅
用
地
を
取
得
し
た
場
合
な

ど
、
不
動
産
取
得
税
が
軽
減
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

　

り
ん
ご
研
究
所
で
は
、
次
の
日

程
で
試
験
成
果
・
情
報
発
表
会
を

行
い
ま
す
。

■
日
時
…�

２
月
16
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
４
時

■
場
所
…�

平
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー

「
文
化
ホ
ー
ル
」

■
発
表
内
容

・�

り
ん
ご
「
ふ
じ
」
の
わ
い
化
密

植
栽
培
に
お
け
る
樹
の
生
育
と

収
量
の
経
年
変
化

・�

り
ん
ご
「
ふ
じ
」
着
色
系
統
の

果
実
特
性

・�

平
成
27
年
に
お
け
る
リ
ン
ゴ
黒

星
病
の
発
生
要
因

・�

お
う
と
う
新
品
種
「
ジ
ェ
ノ
ハ

ー
ト
」
の
特
性

・�

ぶ
ど
う
「
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
」
の

長
期
貯
蔵
に
お
け
る
灰
色
か
び

病
の
防
除
対
策

　

ま
た
、
各
種
成
果
の
展
示
、
り

ん
ご
の
試
食
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

相
続
・
成
年
後
見
・
借
金
問
題
・

家
族
間
の
問
題
な
ど
法
律
の
関
係

す
る
お
悩
み
を
抱
え
た
女
性
の
た

め
に
、
女
性
司
法
書
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

法
律
家
に
相
談
し
に
く
か
っ
た

皆
様
、
女
性
な
ら
聞
い
て
も
ら
え

る
、
話
せ
る
と
思
っ
て
お
ら
れ
る

皆
様
、
是
非
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
…
２
月
28
日
㈰　

　
　
　
　

10
時
～
16
時

■
場
所
…�

ア
ス
パ
ム
５
階
「
あ
す

な
ろ
」

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
が
具

体
的
な
手
続
き
が
必
要
に
な
る
場

合
に
は
、
別
途
費
用
が
掛
か
り
ま

す
の
で
相
談
員
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
ま
た
上
記
以
外
で
も
県
司
法

書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー（
℡

０
１
２
０

－

９
４
０

－

２
３
０
）

で
は
相
談
の
ご
案
内
や
相
談
内
容

に
応
じ
た
お
近
く
の
司
法
書
士
の

紹
介
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、
個
々
の
労
働

者
と
事
業
主
と
の
間
に
生
じ
た
労

働
条
件
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
紛
争
の
迅
速
か
つ
自
主
的
な
解

決
を
促
進
す
る
た
め「
あ
っ
せ
ん
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
あ
っ
せ
ん
」

の
一
環
と
し
て
毎
月
第
１
火
曜
日

に
労
働
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
日
時
…
３
月
１
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

　

場
所
…
青
森
市
ア
ス
パ
ム

②
日
時
…
４
月
５
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

場
所
…
青
森
県
労
働
委
員
会

（
県
庁
向
か
い
み
ど
り
や
ビ
ル
）

③
日
時
…
５
月
10
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

場
所
…
青
森
県
労
働
委
員
会

自
動
車
の
名
義
変
更
・
廃
車
手

続
き
及
び
車
検
は
お
早
め
に
！

東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

問
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
０
８

☎

女
性
の
た
め
の
女
性
司
法
書

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

青
森
司
法
書
士
会

問
０
１
７（
７
７
６
）８
３
９
８

☎

平
成
27
年
度
試
験
成
果
・

情
報
発
表
会
の
お
知
ら
せ

県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
り
ん
ご
研
究
所

問
０
１
７
２（
52
）２
３
３
１

☎ 不
動
産
取
得
税
の
軽
減
制
度

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
課

問☎
（
34
）２
１
１
１

定
例
労
働
相
談
会

（
３
、４
、５
月
）の
開
催

青
森
県
労
働
委
員
会
事
務
局

問
０
１
７（
７
３
４
）９
８
３
２

☎
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寄
付
金
額
１
万
円

〈
北
海
道
札
幌
市
〉

 　

長
島　
雅
人 

様

　

�

津
軽
鉄
道
を
存
続
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
兵
庫
県
西
宮
市
〉

 　

垣
東　
弘
一 

様

〈
兵
庫
県
西
宮
市
〉

 　

髙
濵
利
栄
子 

様

　

�

自
然
豊
か
な
青
森
を
、
日
本
の
良
き

ふ
る
さ
と
の
姿
の
ま
ま
、
こ
れ
か
ら

も
子
供
た
ち
世
代
に
渡
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

〈
福
島
県
相
馬
市
〉

 　

望
月　
　
曻 

様

〈
富
山
県
富
山
市
〉

 　

三
田
村
茂
和 

様

〈
東
京
都
墨
田
区
〉

 　

松
原　
　
誠 

様

〈
東
京
都
墨
田
区
〉

 　

菅
沼　
紀
彦 

様

〈
東
京
都
豊
島
区
〉

 　

生
方　
文
子 

様

〈
東
京
都
豊
島
区
〉

 　

和
田　
孝
男 

様

〈
東
京
都
日
野
市
〉

 　

鈴
木　
　
正 

様

〈
東
京
都
町
田
市
〉

 　

関
山　
太
郎 

様

　

�

地
域
活
性
化
に
向
け
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

〈
東
京
都
台
東
区
〉

 　

石
山
智
香
子 

様

〈
東
京
都
千
代
田
区
〉

 　

上
野　
賢
一 

様

　

�

寒
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
が
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

 　

宮
内　
宗
頼 

様

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

 　

橋
都　
　
亨 

様

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

 　

木
内　
二
郎 

様

〈
東
京
都
国
立
市
〉

 　

荒
川　
和
樹 

様

〈
東
京
都
港
区
〉

 　

高
木　
譲
司 

様

〈
東
京
都
あ
き
る
野
市
〉

 　

小
林　
和
郎 

様

〈
大
阪
府
富
田
林
市
〉

 　

小
川　
　
萌 

様

　

�

自
然
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
町
に
し
て
く

だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

〈
大
阪
府
茨
木
市
〉

 　

富
樫　
哲
也 

様

〈
千
葉
県
船
橋
市
〉

 　

木
村　
政
孝 

様

　

五
所
川
原
警
察
署
長
・
五
所
川

原
地
区
交
通
安
全
協
会
会
長
連
名

の
平
成
2柒
年
度
「
優
良
運
転
者
表

彰
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
次
に
該

当
す
る
人
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

①�

現
在
も
運
転
し
て
い
る
、
10
年

以
上
の
無
事
故
・
無
違
反
の
人
。

②�

運
転
免
許
証
の
住
所
が
中
泊
町

の
人
。

③�

協
会
加
入
５
年
以
上
の
会
員
で
、

触
法
行
為
が
無
く
地
域
の
支
部

長
が
推
薦
す
る
人
。

④�

運
転
免
許
証
に
記
載
さ
れ
た
最

も
古
い
「
取
得
年
」
が
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

　

�

昭
和
25
年
・
30
年
・
35
年
・
40

年
・
45
年
・
50
年
・
55
年
・
60

年
・
平
成
２
年
・
７
年

受
付
期
間
…
３
月
１
日
～
４
月
11
日

申�

込
書
…
当
協
会
事
務
局（
警
察

署
・
分
庁
舎
内
）と
地
域
の
支

部
長
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
み
時
に
無
事
故
・

無
違
反
証
明
書（
１
ヶ
月
以
内
の

も
の
、
Ｓ
Ｄ
申
請
料
６
３
０
円
）、

印
鑑
が
必
要
で
す
。
ご
不
明
な
点

は
、
協
会
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■日時…２月21日㈰ 1⓪：⓪⓪～1❻：⓪⓪（9：4⓪開場）
■場所…東北大学川内北キャンパス
　　　　講義棟Ａ（仙台市青葉区川内41）
■内容
①国立大学法人等職員の業務内容について概要説明
　　１回目1⓪：⓪⓪～1⓪：4⓪／２回目14：2⓪～1❺：⓪⓪
②若手職員による座談会
　　12：❸⓪～1❸：4⓪
　　（要予約、ホームページから申込ください）
③各国立大学法人などによる個別説明会
　　1⓪：⓪⓪～1❻：⓪⓪（個別説明のみ参加は予約不要）

　次のとおり教室を開催します。お申込み・お問合
せは、それぞれの団体へ。

少年少女柔道教室 少年少女剣道教室

期　日 2月17・23・26日
3月2日（４日間）

３月１・３・８・10日
（４日間）

時　間 午後６時45分
～８時45分

午後６時30分
～８時30分

場　所 中泊町体育センター

お申込
お問合
せ先

成田接骨院
 成田孝道
 ☎57－4865

なかどまり剣友会
 松田　朗
☎080－1833－3734

主　管 中里柔道会 なかどまり剣友会

問
北
部
分
会

（
52
）２
４
４
２

☎

問
交
通
安
全
協
会

（
34
）５
６
５
０

☎

優
良
運
転
者
表
彰
の
お
知
ら
せ

ちびっ子柔道家・剣道家集まれ‼
少年少女柔道教室・剣道教室

東北地区国立大学法人等
職員業務募集説明会
☎  022－217－5676
問  東北地区国立大学法人等職員採用試験事務室

HP http://www.bureau.tohoku.ac.jp/shiken/
Mail shiken@bureau.tohoku.ac.jp

問  教育委員会社会教育課 ☎  69－1112

ふ
る
さ
と
納
税

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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20
16
.

〈
千
葉
県
松
戸
市
〉

 　

清
川　
正
章 

様

〈
青
森
県
弘
前
市
〉

 　

寺
田　
明
功 

様

〈
神
奈
川
県
平
塚
市
〉

 　

石
井　
達
也 
様

〈
神
奈
川
県
川
崎
市
〉

 　

高
木
千
奈
津 

様

〈
神
奈
川
県
川
崎
市
〉

 　

密
田　
隆
志 

様

〈
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
〉

 　

昌
子　
達
也 

様

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

 　

岡　
伸
太
郎 

様

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

 　

松
田　
　
一 

様

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

 　

中
村　
哲
也 

様

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

 　

北
村　
庄
吾 

様

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

 　

北
村
木
の
実 

様

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

 　

末
田　
一
乗 

様

〈
埼
玉
県
入
間
市
〉

 　

畑
中　
良
介 

様

〈
埼
玉
県
東
松
山
市
〉

 　

石
川　
昭
一 

様

　

�

子
供
が
す
く
す
く
と
育
つ
環
境
の
育

成
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
埼
玉
県
川
口
市
〉

 　

宮
澤　
章
公 

様

〈
埼
玉
県
深
谷
市
〉

 　

高
野　
壮
一 

様

〈
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
〉

 　

宮
本
三
千
城 

様

〈
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
〉

 　

中
浜　
　
誓 

様

〈
広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
〉

 　

音
野　
菊
恵 

様

〈
京
都
府
宇
治
市
〉

 　

佐
々
木
孝
典 

様

〈
岐
阜
県
海
津
市
〉

 　

伊
関　
隆
一 
様

〈
岡
山
県
倉
敷
市
〉

 　

浅
木　
章
子 

様

〈
茨
城
県
筑
西
市
〉

 　

市
村　
美
映 

様

〈
愛
媛
県
四
国
中
央
市
〉

 　

石
井　
幸
男 

様

〈
愛
知
県
春
日
井
市
〉

 　

海
老　
正
秀 

様

〈
愛
知
県
刈
谷
市
〉

 　

野
々
山　
淳 

様

〈
石
川
県
野
々
市
市
〉

 　

髙
田　
雅
敏 

様

○
寄
付
金
額
２
万
円

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

 　

磯
島　
恵
子 

様

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

 　

小
出　
善
己 

様

○
寄
付
金
額
３
万
円

〈
千
葉
県
浦
安
市
〉

 　

笹
森　
智
明 

様

　

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

〈
沖
縄
県
那
覇
市
〉

 　

中
村　
政
也 

様

○
寄
付
金
額
５
万
円

〈
福
岡
県
福
岡
市
〉

 　

米
濵
裕
次
郎 

様

〈
東
京
都
品
川
区
〉

 　

桑
田　
昂
輝 

様

〈
東
京
都
千
代
田
区
〉

 　

宮
宗　
　
慎 

様

　
�

素
敵
な
町
づ
く
り
に
活
か
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

 　

千
葉　
周
一 

様

　

�

ま
す
ま
す
の
ま
ち
の
発
展
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

 　

冨
山　
光
志 

様

〈
大
阪
府
豊
中
市
〉

 　

古
川　
雅
之 

様

〈
大
阪
府
守
口
市
〉

 　

大
嶋　
裕
美 

様

〈
千
葉
県
市
川
市
〉

 　

金
子　
尚
貴 

様

　

�

津
軽
鉄
道
頑
張
っ
て
下
さ
い 

〈
愛
知
県
名
古
屋
市
〉

 　

古
橋　
悦
男 

様

○
寄
付
金
額
10
万
円

〈
兵
庫
県
神
戸
市
〉

 　

植
田　
真
司 

様

〈
東
京
都
江
戸
川
区
〉

 　

佐
柳　
　
努 

様

〈
東
京
都
葛
飾
区
〉

 　

宮
嵜　
清
彦 

様

〈
大
阪
府
大
阪
市
〉

 　

鍵
本　
伸
明 

様

〈
岐
阜
県
大
垣
市
〉

 　

野
原　
静
夫 

様

〈
岐
阜
県
下
呂
市
〉

　

 

中
島　
文
太 

様

○
寄
付
金
額
15
万
円

〈
福
岡
県
北
九
州
市
〉

　

佐
藤　
　
弘 

様

　

�

子
供
た
ち
の
た
め
に
少
し
で
も
お
役

に
た
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

〈
福
岡
県
福
岡
市
〉

 　

山
田　
英
孝 

様

〈
東
京
都
江
戸
川
区
〉

 　

李　
　
徳
悟 

様

〈
千
葉
県
千
葉
市
〉

 　

蝦
名　
和
博 

様

〈
千
葉
県
千
葉
市
〉

 　

曹　
　
龍
一 

様

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

 　

笹
村　
正
彦 

様

〈
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
〉

 　

長
倉　
芳
樹 

様

〈
広
島
県
広
島
市
〉

 　

武
田
千
賀
子 

様

〈
群
馬
県
前
橋
市
〉

 　

木
村　
直
之 

様

〈
沖
縄
県
那
覇
市
〉

 　

比
屋
根
弘
三 

様

　

�

こ
れ
か
ら
も
創
意
工
夫
で
地
元
の
資

源
を
有
効
活
用
す
る
取
り
込
み
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

〈
愛
知
県
名
古
屋
市
〉

 　

植
木　
常
雄 

様

○
寄
付
金
額
30
万
円

〈
北
海
道
帯
広
市
〉

 　

設
樂　
守
良 

様

〈
大
阪
府
和
泉
市
〉

 　

森
本　
淳
子 

様

〈
大
阪
府
高
槻
市
〉

 　

森
田
英
次
郎 

様

〈
静
岡
県
焼
津
市
〉

 　

近
藤　
一
成 

様

〈
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
〉

 　

濵
田　
聡
史 

様
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図 書館 情報静和園だより

○ テーマ「続けるコツ」
　　�「今年こそは」と思いつつも続かないこと、
ありませんか？節約・ダイエット・運動など、
挫折しがちなことに役立つ本を集めました。

『掟上今日子の退職願』� 西尾　維新　講 談 社
『地の底の記憶』� 畠山　丑雄　河出書房新社
『小説　母と暮せば』� 山田　洋次　集 英 社
『名前も呼べない』� 伊藤　朱里　筑摩書房
『図書室で暮らしたい』� 辻村　深月　講 談 社

・中里こども園　12月21日㈪、園児ら55人が来園
しました。男の子は袴姿でしっとりとした舞いを見せ、
また、火消し隊になり勇敢に踊る姿を見せていました。
女の子は元気いっぱいに飛び跳ね、リズムに合わせて
踊っていました。バリエーションにとんだ衣装にも目
を奪われ、利用者の皆さんは、55人の子ども達から
元気パワーをたくさんもらいました。最後は「クリス
マスはあのね」の合唱を聞き、一足早いクリスマス気
分を味わっていました。

・中里三味線会　12月26日㈯、今年も残すところあ
とわずか、最後の訪問に中里三味線会の皆さんが来園
しました。様々な衣装で民謡、カラオケと多彩な演目
を披露していただき、お正月が来たかのようなにぎわ
いに、会場も最高潮に盛り上がりました。

　さつまいもの優しい甘みが
おいしいポタージュです。朝
食やおやつにどうぞ。
【材料】１人分
　さつまいも …… 60g
　水 ……………… 40㎖
　塩 ……………… 0.3g
　牛乳 …………… 100㎖
〈トッピング用〉�
　シナモン ……… 少々

【作り方】
①さつまいもは洗い、皮を縞にむいて１㎝厚さに切る。
②鍋にさつまいもと水、塩を入れ、柔らかくなるまで煮る。
③牛乳を加え、さつまいもを滑らかにつぶす。
　（ブレンダーやマッシャーなどを使用してもよい）
④鍋に戻し、弱火で加熱する。
⑤お好みでシナモンをトッピングして、出来上がり。
さつまいもの栄養価
　さつまいもは１本約240㎉で、カリウムや食物繊維が豊
富な食材です。食物繊維は便秘の解消に役立つほか、コレ
ステロールを低下させる作用や血糖値をコントロールする
働きがあります。また、体内の余分な塩分を排出し、血圧
低下やむくみの解消に効果があるカリウムが他の野菜と比
べても豊富な食材です。

1人分：146㎉
食物繊維：1.4g
カリウム：433㎎
塩分：0.4g

なんでも行政相談
日　時…２月16日㈫ 午前９時～12時
場　所…中央公民館
行政相談委員…秋�元�武�弘、藪田由比子
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・

要望を、住民と関係行政機関との間に立って、
公正・中立な立場から必要なあっせんを行い、
その解決や実現の促進を図ります。

　町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

２月24日　塚�本�初�子、宮�越�優�子

３月９日　竹�内�恭�一、荒�関�徳�勝

２月1柒日　藪田由比子

　　　　　秋田谷徳美

相談場所　役場相談室　　　　
相談時間　午前９時～正午　　

相談場所 すくすくしたまえ館
相談時間 午前９時～正午　　

今月のMiniコレクション

新 刊 情 報  [ 一 般 ]

慰　
問

こんにちは！ 食生活改善推進員会です

さつまいもポタージュ
＊作ってみませんか＊
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火事・救急・救助は119番／五消本部病院照会 ☎34－4999／中里消防署 ☎57－2370／小泊消防署 ☎64－2375

１
１
９ 

－

消
防
＆
救
急

－

◆ 

冬
の
企
画
展
﹁
キ
ル
ト
の
仲
間
た

ち
作
品
展
﹂
開
催
中
‼

日
時
…
３
月
㆒⓽
日
㈯
ま
で
﹆
午
前
９

時
～
午
後
４
時
㆕⓹
分︵
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
︶／
休
館
日
…
毎
週
月

曜
・
第
４
木
曜･

祝
日
／
入
館
料
…

無
料︵
た
だ
し
常
設
展
は
通
常
料
金
︶

◆
こ
ど
も
キ
ル
ト
教
室
開
催
‼

　

冬
の
企
画
展
開
催
に
併
せ
て
﹆
キ

ル
ト
作
品
を
製
作
す
る
子
ど
も
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
﹆﹁
キ
ル
ト
の
仲
間
た

ち︵
三
上
る
み
こ
代
表
︶﹂
メ
ン
バ
ー

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
﹆
ハ
ウ
ス
型

の
小
物
入
れ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

完
成
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
前
に
﹆

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
す
。

◆
中
泊
町
有
形
文
化
財
に
指
定
‼

　

㆒㆓
月
㆓㆓
日
﹆
中
泊
町
教
育
委
員
会

︵
宮
越
寛
委
員
長
︶は
﹆
町
文
化
財
審

議
会︵
柳
沢
良
知
会
長
︶の
答
申
を
受

け
て
﹆﹁
阿あ

み
だ
に
ょ
ら
い
り
ゅ
う
ぞ
う

弥
陀
如
来
立
像
意い

全ぜ
ん

仏ぶ
つ

﹂

一
体
を
町
有
形
文
化
財
に
指
定
し
ま

し
た
。
町
指
定
文
化
財
と
し
て
は
㆕₀

件
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
指
定
と
な
っ
た
文
化
財
は
﹆

西
山
徹
氏︵
小
泊
︶所
有
の
鋳ち

ゅ
う
ど
う
ぶ
つ

銅
仏
で
﹆

高
さ
５
・
１
セ
ン
チ
﹆
背
面
に
﹁
意い

全ぜ
ん

作
﹂
と
の
刻
書
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

浄
土
宗
正し

ょ
う
が
く
じ

覚
寺︵
青
森
市
︶第
二
十
三

世
住
職
意い

ぜ
ん
し
ょ
う
に
ん

全
上
人
が
﹆
江
戸
後
期
に

制
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本ほ
ん

覚が
く

寺じ︵
今
別
町
︶第
五
世
住
職
貞て

い

伝で
ん
し
ょ
う
に
ん

上
人
が
江
戸
中
期
に
制
作
し
た
い

わ
ゆ
る
﹁
貞て

い
で
ん
ぶ
つ

伝
仏
﹂
に
良
く
似
て
い

ま
す
が
﹆
よ
り
遺
存
数
が
少
な
く
﹆

往
時
の
信
仰
形
態
が
う
か
が
わ
れ
る

貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
﹆
指
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

食
中
毒
と
い
え
ば
﹆
ジ
メ
ジ
メ

し
た
梅
雨
時
に
多
く
発
生
す
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
﹆

必
ず
し
も
そ
う
で
あ
り
ま
せ
ん
。

梅
雨
時
や
夏
の
食
中
毒
は
細
菌
性

に
よ
る
も
の
で
﹆
鮮
度
の
落
ち
た

食
品
の
中
で
繁
殖
し
た
細
菌
が
体

内
に
入
る
こ
と
に
よ
り
発
症
す
る

も
の
で
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
食
中
毒
は
﹆

冬
に
大
部
分
が
発
生
し
﹆
そ
の
原

因
の
９
割
以
上
を
占
め
る
の
が

﹁
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
﹂
で
す
。
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
は
口
か
ら
の
感
染
に
よ

り
﹆
嘔
吐
・
下
痢
な
ど
の
胃
腸
炎

症
状
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
で

す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
法
で
最

も
有
効
で
あ
る
の
は
手
洗
い
で
す
。

特
に︵
手
の
ひ
ら
﹆
指
先
﹆
指
の
股
﹆

親
指
﹆
手
の
甲
﹆
手
首
︶を
重
点

的
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

本
格
的
な
雪
の
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
降
雪
に
伴
い
屋
根
の
雪
下

ろ
し
や
﹆
除
排
雪
で
の
事
故
も
多

く
発
生
し
て
い
る
た
め
﹆
作
業
時

は
十
分
注
意
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
﹆
冬
期
間
は
道
路
が
滑
り

や
す
く
な
っ
て
い
る
た
め
注
意
が

必
要
で
す
。
万
が
一
﹆
転
倒
し
た

際
に
手
足
に
違
和
感
を
覚
え
た
り
﹆

吐
き
気
や
め
ま
い
な
ど
が
生
じ
た

場
合
は
す
ぐ
に
病
院
へ
行
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
署
で
は
﹆
消
防
水
利
の
除

雪
を
行
っ
て
い
ま
す
が
﹆
降
雪
量

が
多
い
時
﹆
時
間
が
か
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
自

主
的
な
除
雪
の
お
陰
で
大
変
助
か

っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
注
意
‼

VOL.53

︻
☎
⓺⓽－

１
１
１
１
︼

除
排
雪
・
雪
道
で
の

転
倒
に
注
意
‼

消
防
水
利
の
除
雪
﹆ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
‼

阿弥陀如来立像意全仏背面

意
全
墓（
三
内
霊
園
）
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①
寝
る
前
の
し
あ
げ
み
が
き

②
も
つ
け
な
所

①
仕
上
げ
み
が
き
を
す
る

②
元
気
い
っ
ぱ
い
な
と
こ
ろ

①
毎
日
の
仕
上
げ
磨
き
を
す
る
こ
と

②
歌
な
ど
覚
え
る
こ
と
が
得
意

①
仕
上
げ
み
が
き
を
て
い
ね
い
に
す
る

②
元
気
な
と
こ
ろ

乱
高
下
の
予
防
の
た
め
、
脱
衣
所

や
ト
イ
レ
で
の
暖
房
使
用
や
浴
室

を
湯
気
で
温
め
て
入
浴
す
る
な
ど
、

日
頃
か
ら
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇ 

家
庭
血
圧
で
普
段
の
血
圧
を
知

ろ
う

　
「
少
し
く
ら
い
血
圧
が
高
く
て

も
、別
に
症
状
は
な
い
し
平
気
…
」

高
血
圧
は
、
自
覚
症
状
に
乏
し
い

た
め
、
健
診
で
血
圧
が
高
め
と
指

摘
さ
れ
て
も
、
そ
の
ま
ま
放
置
し

て
し
ま
う
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
長
期
間
放
置
し
て
い

る
と
、
血
管
の
傷
み
も
進
み
、
脳

卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
重
篤
な
状

態
を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
家
庭
で
血
圧
測
定
を
行
い
、

早
め
に
血
圧
の
変
化
に
気
づ
く
こ

と
は
、
高
血
圧
の
予
防
や
病
気
を

防
ぐ
た
め
に
と
て
も
大
切
で
す
。

◇ 

感
染
症
に
注
意
し
よ
う

　

毎
年
、
冬
に
な
る
と
猛
威
を
ふ

る
う
感
染
症
。
特
に
、
ノ
ロ
ウ
ィ

ル
ス
な
ど
の
感
染
性
胃
腸
炎
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力
が
強
く
、

注
意
が
必
要
で
す
。
正
し
い
予
防

法
や
対
処
法
を
行
い
、
こ
の
冬
を

健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

＊
感
染
症
対
策
＊

手
洗
い
・
う
が
い

　

全
て
の
感
染
症
対
策
の
基
本
で

す
。
感
染
者
を
介
し
て
人
か
ら
人

へ
感
染
す
る
の
で
、
食
事
の
前
や

オ
ム
ツ
交
換
の
後
、
外
出
後
な
ど
、

日
頃
か
ら
実
践
す
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

加
熱
調
理
・
調
理
器
具
の
消
毒

　

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
十
分
に
加

熱
す
れ
ば
死
滅
し
ま
す
。
特
に
貝

類
な
ど
は
、
加
熱
処
理
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
魚
介
類
を
扱

っ
た
調
理
器
具
は
分
け
て
使
用
し
、

洗
浄
後
は
熱
湯
を
か
け
る
な
ど
、

常
に
衛
生
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

汚
物
・
吐
物
の
適
切
な
処
理

　

感
染
症
に
罹
患
し
た
人
の
お
う

吐
物
や
排
泄
物
の
処
理
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

※�

お
う
吐
物
な
ど
の
汚
染
が
ひ
ど

い
部
分
は
、
濃
度
１
０
０
０
ppm

の
消
毒
液（
漂
白
剤
な
ど
）の
使

用
が
有
効
で
す
。

 

献
血
に
ご
協
力
を

　

例
年
、
冬
季
は
献
血
者
が
減
少

し
が
ち
で
す
。
安
全
な
血
液
製
剤

を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、

1
・
2
月
の
2
か
月
間
、
厚
労
省

や
日
本
赤
十
字
社
を
中
心
に
、「
は

た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
新
た
な
成
人
を
迎
え

る
若
者
を
中
心
に
、
広
く
国
民
各

層
に
献
血
に
関
す
る
理
解
と
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
町
で
も
こ
の
期
間
、

移
動
バ
ス
に
よ
る
街
頭
献
血
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
献
血
実
施
日

　

平
成
28
年
２
月
24
日
㈬

　
（
午
前
）10
時
～
12
時

　
（
午
後
）１
時
15
分
～
４
時

■
会
場
…�

ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
中
里

店
駐
車
場

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
う
妊

 

娠
届
出
等
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始
に

伴
い
、
妊
娠
届
出
や
未
熟
児
養
育

医
療
給
付
申
請
の
際
に
、
個
人
番

号
の
記
入
と
届
出
人
の
本
人
確
認

が
で
き
る
書
類
の
提
示
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。
来
所
の
際
は
準
備

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 
冬
の
け
ん
こ
う
対
策

◇
動
脈
硬
化
は
冬
に
暴
れ
だ
す
⁉

　

冬
は
、
運
動
不
足
に
イ
ベ
ン
ト

が
重
な
り
、
食
べ
過
ぎ
飲
み
過
ぎ

が
続
き
、
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
な
か
な
か

修
正
で
き
ず
に
い
る
と
、
血
液
中

に
余
分
な
糖
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

中
性
脂
肪
が
増
え
る
リ
ス
ク
が
大

き
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
血
管

壁
に
た
ま
り
、
こ
ぶ
の
よ
う
な
プ

ラ
ー
ク
を
増
大
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
は
寒
さ
で
血
管
が
収

縮
す
る
た
め
、
血
圧
も
上
昇
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
室
内
外
の
温
度

差
や
寒
い
脱
衣
所
か
ら
の
移
動
、

熱
い
お
湯
に
つ
か
る
な
ど
、
血
管

に
強
い
圧
力
が
か
か
り
、
心
臓
や

脳
の
血
管
に
負
担
を
か
け
、
プ
ラ

ー
ク
が
破
裂
し
た
り
、心
筋
梗
塞
・

脳
梗
塞
の
引
き
金
に
な
り
ま
す
。

急
激
な
温
度
変
化
に
よ
る
血
圧
の

中里 ☎（5柒）3920
小泊 ☎（⓺4）3748

宮下羽
わ

空
く

ちゃん
（派　立）

田中　兆
じょう

ちゃん
（豊　島）

武田　晏
あん

ちゃん
（派　立）

中村龍
りゅうま

真ちゃん
（宮野沢）

※�

今
回
の
３
歳
児
健
診
で
、
虫
歯
の

な
い
子
は
６
人
中
４
人
で
し
た
。

３
歳
児
健
診
に
て（
１
月
７
日
）

《家庭血圧を測りましょう》

①
日
頃
む
し
歯
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

②
わ
が
子
の
自
慢
で
き
る
こ
と
は
？

む
し
歯
の
な
い
子
の
紹
介
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大　

野　

卓　

人 

︵
愛
知
県
︶

　

佐　

藤　

絵
里
香 

︵
新
町
１
︶

山　

﨑　

賞　

一 

⓼叅 

︵
八　

幡
︶

小　

寺　

望　

美 

叅㆒ 

︵
薄
市
下
︶

古　

川　

長　

敏 

⓼㆓ 

︵
向
町
上
︶

宮　

本　

ト　

シ 

⓼㆓ 

︵
宮
野
沢
︶
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16 火

17 水 14：30～16：30 運動教室（中央公民館）

18 木 13：30～ ジャムづくり講座（中央公民館）

19 金

20 土 10：00～16：00 図書室開放（小泊地域）

21 日

22 月 10：00～12：00 運動教室（中央公民館）

23 火 11：00～ 北光寿大学閉講式

24 水

10：00～

12：50～13：00

10：00～12：00

13：15～16：00

小泊地域スポーツクラブ（座ってらくらく体操）
2歳6ヶ月児歯科健診（中里保健センター）

献血（スーパーストア中里店前）

25 木 乳児健診（中里保健センター）

26 金

27 土 10：00～16：00 体育館開放（小泊地域）

28 日

29 月

2　月
1 火

2 水
13：00～14：00

15：00～16：00

14：30～16：30

健康相談（小泊保健センター）
健康相談（すくすくしたまえ館）
運動教室（中央公民館）

3 木 12：15～ 3歳児健診（中里保健センター）

4 金

5 土 ９：00～

10：00～16：00

小泊少年少女発明クラブ閉講式
図書室開放（小泊地域）

6 日

7 月 10：00～12：00 運動教室（中央公民館）

8 火 19：00～ 小泊地域スポーツクラブ（レクダンス）

9 水

10 木 12：15～12：30 1歳6ヵ月児健診（中里保健センター）

11 金 10：00～ 高齢者教室（中央公民館）

12 土

13 日

14 月 10：00～12：00 運動教室（中央公民館）

15 火

3　月
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12月末現在（前月比）

人　口 11,912人（－叅㆒）
　男　 5,622人（－㆒₀）
　女　 6,290人（－㆓㆒）
世帯数 5,142（－㆒叅）
出生　３  ／  死亡　㆓⓺
転入　６  ／  転出　㆒㆕
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　県内小中学生に「科学する楽しさ」を伝え、県内
の科学教育の充実を目的に行われる青森県・げんね
んジュニアロボットコンテスト。今年も２月13日
㈯六ヶ所村で開催されます。
　コンテストには、県内12の少年少女発明クラブ
が参加します。このうち当町からは、小泊少年少女
発明クラブ15人が出場します。
　同クラブは、10月からロボットづくりに着手し、
初級は「ロボコップ相撲」、中級は「オーバー・ヒル・
アタック」、上級は「ボール・オン・タワーⅡ」の
各部門に出場するためのロボットを製作しました。
１月23日㈯は、日本海漁火センターでコンテスト
に向けて練習を行っていました。上級に出場する長
谷川美侑さんは「去年はロボコン大賞を取ったが、
優勝できず悔しかった。今年は優勝とロボコン大賞
どちらも取りたい」と話していました。コンテスト
本番の様子は
テレビで放送
される予定で
す。

　新春を笑って迎えようと１月３日㈰、駅ナカ
にぎわい空間で「新春初笑い市」が行われまし
た。開会では小野町長が「明けましておめでと
うございます。今年も皆さんと一緒に賑やかに、
活気ある町づくりに取り組んでいきたいと思い
ますのでよろしくお願いします。今日は様々な
催し物を用意していますので楽しんでくださ
い」とあいさつしました。
　年始めの芸能発表は花柳穂紀桜会のみなさん
が務め、新春の舞を披露しました。続いて、中
里三味線会や横笛愛好会の演奏、健康ダンス「べ
え子ちゃん」新春スペシャルショーが行われま
した。
　また、町イメージキャラクターの米ケルJr.も
応援に駆け付け、得意のダンスを披露し会場を
盛り上げました。また、特産品の販売や餅つき
体験とけの汁の振る舞い、最後は大抽選会が行
われ楽しみました。

コンテスト優勝目指して 小泊少年少女発明クラブの
ロボットづくり

初級の練習

上級の練習

上級のロボット

中級のロボット
中級の練習

ロボット作り

様々な芸能発表

ヨイショ！ ヨイショ！大盛況の振る舞い

会場を盛り上げる米ケルJr.
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p! 新年最初の芸能発表 駅ナカで新春初笑い市

今月の
イチ押し


